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はじめに 

 

【推奨環境】 

このレポート上に書かれている URL はクリックできます。できない場合は最新の

AdobeReaderをダウンロードしてください。（無料） 

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html 

 

【著作権について】 

このレポートは著作権法で保護されている著作物です。 

下記の点にご注意戴きご利用ください。 

 

このレポートの著作権は株式会社Mithril に属します。 

著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部をいかなる手段においても複製、

転載、流用、転売等することを禁じます。 

このレポートの開封をもって下記の事項に同意したものとみなします。 

このレポートは秘匿性が高いものであるため、著作権者の許可なく、この商材の全

部又は一部をいかなる手段においても複製、転載、流用、転売等することを禁じま

す。  

著作権等違反の行為を行った時、その他不法行為に該当する行為を行った時は、関

係法規に基づき損害賠償請求を行う等、民事・刑事を問わず法的手段による解決を

行う場合があります。 

このレポートに書かれた情報は、作成時点での著者の見解等です。著者は事前許可

を得ずに誤りの訂正、情報の最新化、見解の変更等を行う権利を有します。 

このレポートの作成には万全を期しておりますが、万一誤り、不正確な情報等があ

りましても、著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご

了承願います。 

このレポートを利用することにより生じたいかなる結果につきましても、著者・パ

ートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご了承願います。 

  

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html
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 WP インストールマニュアル 

 

本書では、エックスサーバーの自動インストールを使った WordPress（以下 WP）の

インストール方法、ならびにエックスサーバー以外をお使い方のために、手動での WP

のインストール方法を、完全図解で解説しています。 

 

エックスサーバーの自動インストールで WPをインストールしたい方は P4 から、その

他のサーバーをお使いで、手動で WPをインストールされる方は P17 から、お読み頂

けますと幸いです。 

 

 

ワードプレスをインストールするためには、サーバーとドメインをレンタルする必要が

あります。上記をまだレンタルされていない方は「ドメイン取得講座」「サーバーレン

タル講座」を、まずはご一読ください。 
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エックスサーバーの自動インストール 

 

エックスサーバーの自動インストールを使った 

WP のインストール方法を解説しています。 

 

まず、エックスサーバーのサーバーパネルにログインしてください。 

 

サーバーパネル 

https://www.xserver.ne.jp/login_server.php 

 

エックスサーバーに申し込みした際に送られてくるメールに記載されている 

「サーバーID」「パスワード」を入力し「ログイン」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/login_server.php
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WP をインストールするドメインを選択します。 

つまり、あなたのサイトで使用したいドメインを選択する訳です。 

 

「設定対象ドメイン」より、WP をインストールしたいドメインを選択してください。 
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ドメインを選択しましたら「設定する」をクリックします。 

 

 

以上で、設定対象ドメインの変更を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 7 – 

 

「ホームページ」の中にある「自動インストール」をクリックしてください。 

 

「プログラムのインストール」をクリックします。 
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すると、下図のような画面に移動しますので、 

「WordPress 日本語版」の隣にある「インストール設定」をクリックしてください。 
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各項目を入力してください。 

 

・インストール URL 

WP をインストールしたい URL、つまり、メインサイトとして使用したい URL になっ

ているかどうかをご確認ください。 

 

・ブログ名 

あなたのサイトのタイトルを入力してください。 

（インストール後、変更することができます） 
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・ユーザ名 

WP 管理画面ログイン時のユーザー名を入力してください。 

また、ユーザー名には、半角英数字、スペース、下線、ハイフン、ピリオド、アットマ

ークが使用できます。 

（インストール後、変更することができます） 

 

・パスワード 

WP 管理画面ログイン時のパスワードを入力してください。 

また、パスワードは 7 文字以上にし、セキュリティをより強化するため、大文字と小

文字のアルファベット、数字や!?$%&などの記号を組み合わせて使用することをお勧

めします。 

（インストール後、変更することができます） 

 

・メールアドレス 

WP で使用したいメールアドレスを入力してください。 

（インストール後、変更することができます） 

 

・データベース 

「自動でデータベースを生成する」にチェックが付いていることをご確認ください。 

 

※ユーザー名・パスワードは忘れないよう必ずメモしておきましょう。 

 

以上を入力し終わりましたら、「インストール（確認）」をクリックします。 
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インストールの確認情報が出てきますので、 

問題なければ「インストール（確定）」をクリックしてください。 

 

※MySQL 情報が今後必要になってくる可能性がありますので、念のため、 

「MySQL データベース名」「MySQL ユーザ名」「MySQL パスワード」をこの時点

でメモしておくことをお勧めします。 
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すると、以下のような画面に移動しますので、下図四角で囲ってある 

URLをクリックし、WP のログイン画面に移動しましょう。 

 
ユーザー名・パスワードを入力し「ログイン」をクリックします。 
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すると、下図のような画面が出てきます。 

ここが WP の管理画面になりますので、ブックマークしておきましょう。 

 

以上で、WPのインストールは終了です。 

エックスサーバーの自動インストールを使用しますと、このように数分もあれば、 

WP を簡単に設置することができます。 

 

 

※エックスサーバー以外でも、「ロリポップ」「チカッパ」「ヘテムル」「さくら」では、

WP の自動インストール機能があります。以下のリンクを参考に、WP を自動インス

トールして頂けますと幸いです。 

 

ロリポップ・チカッパ 簡単インストール 

http://lolipop.jp/manual/user/applications-wp/ 

 

ヘテムル 簡単インストール 

http://heteml.jp/support/manual/wordpress3/ 

 

さくら クイックインストール 

http://support.sakura.ad.jp/manual/rs/web/quick_blog.html 

 

 

 

http://lolipop.jp/manual/user/applications-wp/
http://heteml.jp/support/manual/wordpress3/
http://support.sakura.ad.jp/manual/rs/web/quick_blog.html
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※WP のバージョンアップ 

自動インストールを使用した場合、 

常に最新バージョンのWP がインストールされるわけではありません。 

 

もし、旧バージョンのWP がインストールされた場合は、管理画面に、 

「WordPress●●が利用可能です。更新してください。」と表示されます。 

 

WP のバージョンアップは非常に簡単ですが、慌ててバージョンアップを行う必要はあ

りません。と言いますのも、最新バージョンにはバグが多くあったり、プラグインが対

応していない場合があります。 

 

そのため、すぐにバージョンアップは行わず、ある程度時間が経った後、弊社の場合で

すと、最新の一つ前のバージョンアップのタイミングで、バージョンアップを行うよう

にしております。 

 

ご参考頂けますと幸いです。 
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※ログイン画面が真っ白になっている場合 

ログイン画面が真っ白になっている場合、サーバーの php が古い可能性があります。

その場合は、慌てず、まずエックスサーバーのサーバーパネルにログインしてください。 

 

サーバーパネル 

https://www.xserver.ne.jp/login_server.php 

 

次に、設定対象ドメインを、WP をインストールしたドメインに変更し「設定する」を

クリックします。ドメインを変更しましたら、「ホームページ」の項目にある「PHP Ver.

切替」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

https://www.xserver.ne.jp/login_server.php
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すると、以下のような画面に移動しますので「推奨」と記載されているバージョンを選

択し「バージョンを切り替える」をクリックします。 

 

 

以上で、PHPのバージョンアップは終了です。 

 

再度、WP のログイン画面にアクセスして頂けましたら、 

ログインできるようになっているかと思います。 
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手動インストール 

 

自動インストールを使用すれば、簡単に WPをインストールできますが、 

それ以外のサーバーを使用している方もいらっしゃるかと思いますので、 

簡単にですが、手動でのインストール方法を解説していきたいと思います。 

 

※手動でのインストールは、お使いのサーバー毎により細かな設定は変わってくるため、

ざっくりとした流れしか解説することができません。何卒ご了承頂けますと幸いです。 

 

※最近では、ほとんどのサーバーに自動インストールが付いていますので、 

 まずはお使いのサーバーに自動インストールがないかどうかをご確認頂けますと幸

いです。 

 

 

データベースの作成 

 

WP をインストールするためには、まずデータベースを作成する必要があります。出来

る限りは、MySQLでデータベースを作成ください。 

 

また、データベースを作成する際、文字コードの指定が出来るかと思いますが、WPの

場合は、UTF-8 または UNICODE にて、データベースを作成する必要があります。 

 

以下、Xrea サーバーを例にして、データベースを作成してみたいと思います。他のサ

ーバーでも基本的には同じかと思いますので、ご参考頂けますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step１ 
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Xrea にログインし「データベース」をクリックしてください。 

 
MySQL の追加で作成する DB の選択欄にチェック、パスワードを入力、 

文字コードを「UNICODE」にし、「保存」をクリックします。 

 

※Xrea の場合は、文字コードをUNICODE にしましたが、基本的にはUTF-8 という

文字コードを選択してください。 

 

以上で、データベースを作成することができました。 
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WP のファイルをダウンロードし、サーバーにアップロード 

 

WP の日本語公式サイトにアクセスし、下図の赤い四角で囲ってある「ダウンロード」

ボタンをクリックしてWP 本体をダウンロードしてください。 

 

WORDPRESS.ORG 日本語 

http://ja.wordpress.org/ 

 

すると、ファイルの保存画面が出ますので、デスクトップに保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

http://ja.wordpress.org/
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WP 本体をダウンロードしましたら、Lhacaで解凍してください。 

 

 

 

以上で、WP本体のダウンロードならびに解凍は終了です。 

 

WP 本体を解凍しましたら、解凍した WP 本体を開いてください。 
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次に、「wp-config-sample.php」というファイルを探し、 

ファイルの上で右クリックし、名前の変更をクリックします。 

 

 

「wp-config-sample.php」を「wp-config.php」に書き直します。 

つまり、「-sample」の部分を削除する訳です。 

 

 

以上が終了しましたら、「wp-config.php」を、terapad で開きます。 
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※メモ帳ではなく、文字コードを指定できるテキストエディタで必ず開くようにしてく

ださい。もし、メモ帳しかインストールしていない方は、terapad というテキスト

エディタをインストールして頂けますと幸いです。 

 

 

terapad 

http://forest.watch.impress.co.jp/library/software/terapad/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://forest.watch.impress.co.jp/library/software/terapad/
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※terapad での開き方 

開きたい htmlファイルの上にカーソルを持っていき「右クリック」し 

「プログラムから開く」から「terapad」を選択しクリックしてください。 

 

すると、wp-config-sample.php を terapadで開くことができるようになります。 

 

しかしながら、「プログラムから開く」の中に terapadがない方もいらっしゃると思い

ます。その方は「プログラムから開く」の中にある「既定のプログラムの選択」をクリ

ックしてください。 

 

次に「参照」をクリックします。 
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すると、ファイルの選択画面に移動しますので、terapad がある場所を選択し

「terapad.exe」をクリックし「開く」をクリックしてください。 

 

※terapad をデスクトップに保存している場合は、左サイドにある「お気に入りリン

ク」の中の「デスクトップ」をクリックし、terapad をお探しください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 25 – 

 

すると、「推奨されたプログラム」の中に terapad が追加されますので、 

terapadを一度クリックし「OK」をクリックしてください。 

 

 

以上で、今後「プログラムを開く」の中に terapad が追加されます。 
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wp-config ファイルを開きましたら、MySQL設定の項目を探し、 

以下の部分を書き換えてください。 

 

 

・database_name_here 

MySQL 設定で作成したデータベース名を入力 

 

・userrname_here 

MySQL 設定で作成したユーザーネーム名を入力 

 

・password_here 

MySQL 設定で作成したパスワードを入力 

 

※サーバーによってはMySQL のホスト名を変更する必要があります。 

 お使いのサーバーのホスト名が分からない場合は、「サーバー名 WP ホスト名」

で検索しますと、たいてい調べることができます。 
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Xrea サーバーの今回の例の場合、以下のようになります。 

 

また、MySQL のホスト名は、localhost のままで問題ありません。 

 

以上の入力が終了しましたら、terapadを保存します。 
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それでは、WP 本体をサーバーにアップロードしましょう。 

 

※引き続き Xrea でのアップロード方法になりますが、他のサーバーでも基本同じです

ので、ご参考頂けますと幸いです。 

 

※無料 FTPツールである FFFTP をまだインストールしていない方は、「FFFTP 使用

講座」を参考に、FFFTP をインストールしてください。 

 

FFFTP を起動させ、WP本体をアップロードしたいサーバーのホストを選択し「接続」

をクリックします。 
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「public_html」をクリックしてください。 

 
 

次に、アップロードしたいドメインを選択します。 
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すると、先ほど選択したドメインに入っているファイル情報が出てきます。 

 

 

解凍した WP本体の中にある wordpressフォルダに入っている全てのファイルを、ド

ラッグ＆ドロップで、FFFTP の右側の空欄にアップロードしてください。 

 

 

 

以上で、WPファイルのアップロードは終了です。 
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WP のインストール 

 

WP ファイルのアップロードが終了しましたら、WP をインストールします。 

 

IE などのブラウザに以下の URL を入力し、 

WP のセットアップ画面にアクセスしてください。 

 

http://wp をアップしたドメイン/wp-admin/install.php 

 

今回の場合、WP をアップロードしたドメインは「1con.net」なので、 

セットアップ画面のURL は以下になります。 

 

http:// 1con.net/ wp-admin/install.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

http://wpをアップしたドメイン/wordpress/wp-admin/install.php
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セットアップ画面に移動しましたら、各項目を入力してください。 

 

サイトのタイトル：WPで作成されるサイト名（後で変更可能） 

ユーザー名：WP 管理画面ログイン時のユーザー名（後で変更可能） 

パスワード：WP 管理画面ログイン時のパスワード（7 文字以上） 

電子メール：お好きなメールアドレスを入力 

 

※ユーザー名・パスワードは忘れないよう必ずメモしておきましょう。 

 

※セットアップ画面が表示されない場合は、WPの一部ファイルが正常にアップロード

されていない場合がほとんどです。その場合は、再度、wordpress フォルダ内のフ

ァイルを、FFFTP を使い、アップロードしてみてください。 
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各項目を入力しましたら「WordPress をインストール」をクリックしてください。 

 

「ログイン」をクリックします。 
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すると、下図のような画面が出てきます。 

ここが WP の管理画面になりますので、ブックマークしておきましょう。 

 

以上で、WPのインストールは終了です。 

 

自動インストールに比べますと多少時間と手間が掛かりますが、作業自体はさほど難し

いものではありません。そのため、自動インストールがないサーバーをお使いでも、ぜ

ひ一度チャレンジして頂けますと幸いです。 

 

 

 

 


